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として取り上げられている。平成 26 年度の小学校の不登校児童数は 25,866 名で、その割合は全小学
要 旨 
 本研究の目的は、小学生の学校適応感を測定するための尺度を作成し信頼性と妥当性を検討する
ことであった。小学生の児童 608 名を対象に質問紙調査を実施し、有効回答者 525 名を対象に、因
子分析による尺度の検討を行った。その結果、第Ⅰ因子「心理・社会」５項目、第Ⅱ因子「学習・
進路」４項目、第Ⅲ因子「先生との関係」２項目、第Ⅳ因子「心身健康」２項目の４因子から構成
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（１） 調査協力者  
関東地方の公立小学校 5 校に在籍する小学 4～6 年生の 608 名に調査を実施した。 
 
（２） 調査時期  
2015 年 6 月～7 月 
 











生 3 名、指導教員 1 名により検討をし、作成した 20 項目を採用した。「まったくあてはまらない」
～「とてもよくあてはまる」の 4 件法を用いて回答を求めた。参考にした中学生の悩みと深刻度尺




③楽しい学校生活を送るためのアンケート Q-U 小学校 4～6 年生用（河村,1998） 
     学級集団をアセスメントし、より適切な支援をするための尺度。「学校生活意欲尺度」9 項目


























跡見学園女子大学文学部紀要 第 51 号 2016 
 
（５）倫理的配慮 









った 525 名のデータを分析対象とした（有効回答率 86.35%）。 
 
（２）小学生の学校適応感に関する質問紙の因子分析 
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関がみられた（表３）。「心理・社会」と「心身健康」において r=.29、「学習・進路」と「心身健康」
において r=.28 であり、弱い正の相関がみられた。「先生との関係」と「心身健康」において r=.18
であり、ほとんど相関がみられなかった。 





 内部一貫性による信頼性を検討すると、各因子の Cronbach のα係数は、第Ⅰ因子「心理・社会」
は５項目でα=.76,第Ⅱ因子「学習・進路」は４項目でα=.70,第Ⅲ因子「先生との関係」は２項目で
α=.84,第Ⅳ因子「心身健康」は２項目でα=.65 であった。 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
＜心理・社会(α=.76)＞
 6.友だちとなかよくできている .77 -.05 -.09 .01
18.学校やクラスになじんでいる .66 .05 .04 -.02
4.クラスでうまくいっている .65 .03 -.02 .05
17.学校に行くのが楽しい .46 .09 .19 -.04
5.男の子は女の子と、女の子は男の子と仲良くできている .46 .04 .02 -.01
＜学習・進路(α=.70)＞
9.じゅぎょうの内容がわかる -.04 .73 .03 .07
14.勉強やクラスの活動に、まじめに取り組むことができて
いる .04 .73 -.04 -.06
8.自分に合った勉強方法がわかる .03 .59 -.02 .07
13.将来の夢がある .05 .43 .00 -.09
＜先生との関係(α=.84)＞
1.先生にまんぞくしている .02 -.08 .88 .02
2.先生との関係や、教えかたにまんぞくしている -.03 .08 .85 -.01
＜心身健康(α=.65)＞
19.一日中、ねむかったり、体がだるくなったりする -.04 .04 .04 .71
20.よく頭が痛くなったり、お腹が痛くなったりする .05 -.06 -.03 .70
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ － .66 .54 .29

































心理・社会 学習・進路 先生との関係 心身健康
M 3.36 3.38 3.45 2.81
SD .55 .54 .66 .90
やる気(Q-U) .41** .60** .30** .30**
居心地(Q-U) .62** .71** .50** .20**
** p<.001
 表4  学校適応感尺度とQ-Uの下位尺度間相関，平均値，SD             N=525
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